
7月09日（水）まとめの授業海図（Nautical Chart）方式：医療社会学
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１．医療は、科学でもない実践でもない社会制度である
２．個人（患者）と社会（公的医療）の間の関係の過去・現在・未来は？
３．高齢化社会に日本はどのように対応すべきだろうか？
４．医療政策と個人の生活の質（QOL）の関係は、過去・現在そして未来は？
５．生殖技術の発達は、将来の社会における個々の人間関係をどう変えるか？
６．慢性疾患や障がいの増加に、公的な医療支出はどこまで耐えれるか？
７．上掲の諸問題に、政府はどのようにこれから対策を講じるべきか？

4月09日（水）医療制度論（１）

4月16日（水）病人とは誰か？病むこととはどのような意味をもつのか？

4月23日（水）職業としての医療職

4月30日（水）医療という社会制度を支える学知と技術

5月07日（水）医療制度論（２）

5月14日（水）スティグマ論

5月21日（水）社会統制を可能にする？

5月28日（水）医療専門職論

6月04日（水）コミュニケーションと死

6月18日（水）新しい概念と用語

6月11日（水）病いと健康をみる新傾向

6月25日（水）日常生活に組み込まれる生物医療

7月02日（水）医療社会学者群像
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